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Translate Design 

第 7 章 　 Translate Design

　 本章では Lattice Diamond の Translate Design プロセスのス ト ラ テジ （Strategy） 設定方法や、 各設定の詳細  
について説明し ます。

7.1 Translate Design プロセスの概要

　 Translate Design プロセスは、 論理合成プロセスで生成された EDIF フ ァ イルをバイナ リ 形式のデータに変 
換するプロセスです。 また、 この際に EDIF 内ではブラ ッ ク ボ ッ ク ス扱い と なっている IP コ アやマ ク ロ を、
ネ ッ ト リ ス ト に置き換え両者の結合処理も行います。

　  なお、 論理合成ツール と し て LSE を選択し た場合、 Translate Design プロセスはスキ ッ プされます。

7.2 Translate Design プロセスのス ト ラ テジ設定

7.2.1 ス ト ラ テジ設定ウ イ ン ド ウの起動

　 プロジェ ク ト ・ ナビゲータ左上に配置されている File List ウ イ ン ド ウに、 プロ ジェ ク ト にイ ンポー ト され 
ている ス ト ラ テジの一覧が表示されています （イ ンプ リ メ ンテーシ ョ ンで使用されるのは、 太字で表示され
ている １ つだけです）。 この中から変更し たいス ト ラ テジ名をダブルク リ ッ クする と、 ス ト ラ テジ設定ウ イ ン
ド ウが開き ます。

図 7-1. Translate Design のス ト ラ テジ設定 GUI
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　 ス ト ラ テジはプロセス ご と に表示がされます。 Translate Design のス ト ラ テジ設定を行 う 場合は、 左側の リ  
ス ト から [Translate Design] を選択し ます。

7.2.2 設定内容の詳細

　 以下に各設定の詳細を説明し ます。

Consistent Bus Name Conversion

パラ メ ータ : None / Synplify / Precision / Lattice デフ ォル ト 値 : None

バス記述になっている I/O ピン名の変換に関する設定です。

[None] （デフ ォル ト ） を選択し た場合は、 合成ツールが展開し たま まのポー ト 名にな り ます。

「None」 以外を選択し た場合は、 使用し た合成ツールにかかわらず以下のルールでポー ト 名が展開さ
れます。

選択肢 RTL 記述 展開ルール

Synplify A[3:0] A_0, A_1, A_2, A_3

Precision A （0） , A （1） , A （2） , A （3）

Lattice A_0_, A_1_, A_2_, A_3_

Synplify Pro と Precision ではバスの展開時のネー ミ ングルールが異な るため、開発途中で合成ツールを 
変更する場合はネー ミ ングルールの変換を行 う 必要があ り ます。

Hardware Evaluation

パラ メ ータ :  Enable ／ Disable デフ ォル ト 値 : Enable

IP コ アの評価に関する設定です。 IP を ラ イセン スな しで評価する場合は [Enable] （デフ ォル ト ） を選
択し ます。 こ う する こ と で、 IP コ アの動作には電源投入後の動作に時間制限 （数時間） があ り ます
が、 有効ラ イ セン スがな く て も評価用の書き込みデータ を生成する こ と はでき ますが。 生成される
ネ ッ ト リ ス ト には、 時間制限のために回路 リ ソースが必ず含まれます。

有効ラ イセン ス （”FEATURE” ラ イセン ス）入手後は [Enable] でも [Disable] でも構いません。時間制限 
用の回路は組み込まれません。

Macro Search Path

パラ メ ータ : フ ォルダパス デフ ォル ト 値 : ブラ ン ク

マ ク ロのラ イブラ リ パス設定です。デザイ ンに IP コ ア（ネ ッ ト リ ス ト 提供）や EPIC で生成し たマ ク ロ
を使用し ている場合、 そのネ ッ ト リ ス ト フ ァ イル （*.ngo） またはラ イブラ リ フ ァ イル （*.nmc） のあ
る フ ォルダパス を記述し ます。 IP やマ ク ロ を使用し ていない場合はブラ ン ク のま まで問題あ り ませ
ん。

プロ ジ ェ ク ト フ ォルダ内にフ ァ イルが置かれている場合は、 ブ ラ ン ク のま まで構いません。 複数の
フ ォルダにフ ァ イルが有る場合は、 [ ； ] で区切って全てのパス を記述し て く ださい。 この際、 間にス
ペースは入れないで く ださい。 パスの記述は相対パスにも対応し ています。

記述例 : プロ ジェ ク ト フ ォルダ、 path1 フ ォルダおよび path2 フ ォルダにフ ァ イルがあ る場合

path1;path2

Memory Initial Value file Search Path

パラ メ ータ : フ ォルダパス デフ ォル ト 値 : ブラ ン ク

EBR （ブロ ッ ク メ モ リ ） の初期値設定を行 う 際に、 初期値を記述し たフ ァ イルが保存されている フ ォ
ルダパス を指定し ます。何も指定し ない場合は、 イ ンプ リ メ ンテーシ ョ ン ・ フ ォルダが参照されます。
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EBR の初期値設定を行わない場合は、設定の必要はあ り ません。また、IPexpress で EBR を生成する際
に初期値フ ァ イルを指定し ている場合は、 こ こで再度指定する必要はあ り ません。

Partition Search Path

パラ メ ータ : フ ォルダパス デフ ォル ト 値 : ブラ ン ク

デザイ ン内で定義されているパーテ ィ シ ョ ンに対する ngo フ ァ イルのパス を指定し ます。

Remove LOC Properties

パラ メ ータ : On ／ Off デフ ォル ト 値 : Off

HDL ソース内に記述されたピンアサイ ン情報に関する設定です。

[Off] （デフ ォル ト ） を選択し た場合、HDL ソース内のピンアサイ ン情報は以降のプロセスに引き継が
れます。

ただし、 HDL ソース と制約フ ァ イル （*.lpf） の設定が異な る場合、 以降のプロセスでは制約フ ァ イル
の設定が優先されます。

[On] を選択し た場合、 HDL ソース内のピンアサイ ン情報は以降のプロセスに引き継がれません。

7.3 Translate Design のレポー ト

7.3.1 レポー ト フ ァ イル

　 Translate Design プロセスでは専用のレポー ト フ ァ イルが出力されません。 処理の経過や Error ／ Warning 
と いった メ ッ セージは全て Lattice Diamond のロ グフ ァ イルであ る [automake.log] に出力されます。

7.3.2 Error ／ Warning メ ッ セージ

　 本項では良 く 出る Warning および Error メ ッ セージ と、 その原因について説明し ます。

メ ッ セージ ERROR - ngdbuild: logical net ' 信号名 ' has multiple drivers

意味

　 指定された信号名が複数のイ ン ス タ ン スの出力ポー ト に接続されている場合に出力される メ ッ セージで
す。 *.ngo 形式の IP を使用し ているデザイ ンにおいて、 その IP に I/O バッ フ ァ が含まれている場合に出
力されます。

対策

　 IO バッ フ ァ を挿入し ないス ト ラ テジ設定を行い、 論理合成からや り 直し て ngo フ ァ イルを再生成し て く
ださい。

　 *****----------------------
• I/O バッ フ ァ を挿入し ないよ う にするには、 論理合成のス ト ラ テジ [Disable IO Insertion] を [False] に
設定し ます

　 *****----------------------

メ ッ セージ WARNING - ngdbuild: logical net ' イ ンス タ ンス名 / 信号名 ' has no load

意味

　 指定された信号が、 どのモジュールの入力ポー ト にも接続されていない （出力 open になっている） 旨を
伝え る Warning です。 EBR のデータ出力ポー ト や SLICE のキ ャ リ ー出力などが未接続な場合に出力され
ます。

　 Diamond 2.1 以降では、IPexpress が生成し たモジュールに対する当該ウ ォーニングが生成し ないよ う に対 
処されま し た。 各生成モジ ュールの RTL にア ト リ ビ ュー ト （/* synthesis NGD_DRC_MASK=1*/） が追加  



JUG_D3.3Translate_v1.0 7-4

Lattice Diamond 日本語ユーザガイ ド

されています。これ以前の版の IPexpress で生成されたモジ ュールに対し ては何も変わ り ませんので、メ ッ
セージを排除し たい場合は再生成し て く ださい。

対策

　 論理合成のレポー ト で想定外の最適化等の問題が無いこ と を確認し ている場合は、 この Warning は無視
し ます。

メ ッ セージ ERROR - ngdbuild: logical block ' イ ンス タ ンス名 ' with type ' モジュール名 ' is unexpanded

意味

　 指定された イ ン ス タ ン ス名のモジ ュールが、 ネ ッ ト リ ス ト 内でブラ ッ ク ボ ッ ク スになっている場合に出
力されます。

対策

　 論理合成時に必要な ソースが全て イ ンポー ト されているか確認し て く だ さい。 *.ngo 形式の IP を使用し
ている場合は、 " 該当するモジ ュール名 ".ngo フ ァ イルをプロ ジェ ク ト フ ォルダ内にコ ピーすれば解決し
ます。

7.4 改訂履歴

--- *** ---

Ver. Date page 内容

2.3F June.30
7-3 7.2.2 Hardware Evaluation、 IP ラ イセン ス有 り の場合の設定記述を更新

7-2, 3 図 7-1 差し替え、 「Partition Search Path」 項目について追記

3.3 Mar.2015 -- 図の見直し、 更新
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